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１．教育に関する事務の点検及び評価について  

（１） 趣旨   

 「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条において、教育委員会

は、毎年、教育に関する事務の管理及び執行の状況について点検・評価を行うこ

となどが規定されています。 

 この規定に基づき、成田市教育委員会の令和６年度における事務の管理及び執

行の状況について点検・評価を実施するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 目的    

 教育委員会の事務の点検・評価は、効果的な教育行政の推進に資するとともに、

教育行政の推進状況に関する市民への説明責任を果たすことを目的とします。 

 

（３） 点検・評価の方法   

 成田市教育委員会では、前計画である「学校教育長期ビジョン」を引き継ぎ、

本市の教育の振興のための施策に関する基本的な計画とするべく、平成２８年３

月に「成田市学校教育振興基本計画 輝くみらい ＮＡＲＩＴＡ 教育プラン」

を策定しました。 

 また、平成２８年６月には、本市の教育に関する基本的な方針を定めた「成田

市教育大綱」も策定され、「成田市学校教育振興基本計画」及び「成田市生涯学習

推進計画」を大綱の一部と位置づけております。 

 そのため、本市の点検・評価につきましては、大綱に掲げる７つの基本目標を

「施策の柱」と位置づけ、それぞれの柱における評価対象事業を抽出の上、点検

【参考】地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により

事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点

検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するととも

に、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を

有する者の知見の活用を図るものとする。 
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及び評価を実施いたします。 

 なお、各事業の個別評価では、次の４段階で評価をいたします。 

 

（評価基準）
・目標を達成した
・効果的で適切な取り組みを行っている
・目標達成に向けて成果をあげている

（評価基準）
・概ね目標を達成した
・効果的な取り組みを行っている
・目標達成に向けて一定の成果をあげている

（評価基準）
・取り組みを行っている
・目標達成に向けて多少の成果をあげている

（評価基準）
・取り組みが行われていない
・目標達成に向けた成果はあがっていない

Ｃ

取り組みを行っている、または目標達成に向けて多少の成果を上げている

Ｄ

目標の達成ができなかった、または目標の達成は困難である

評　　価

Ａ

目標を達成できた、または目標達成に向けて順調に進んでいる

Ｂ

概ね目標を達成できた、または目標達成に向けて進んでいる
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２．施策の柱について  

 

 柱１ 社会を生き抜く力を育む  

社会が大きく変化する中で、子どもたちが自立した個人として人生を切り拓き、

たくましく社会を生き抜く力を育みます。また、多くの教職員が日頃から「学習

意欲を高める」ことや「教科の学力をのばす」学習に取り組んでおり、これらを

一層推進することで、 子どもたちに自ら積極的に学び続ける態度を育成するとと

もに、幼児期からの子どもの健康・体力づくりの充実、幼稚園から小学校への円

滑な接続に向けた就学前教育の充実を図ります。 

 
 柱２ 伝統・文化の理解と国際性を育む  

地域の伝統・文化や歴史について子どもたちの理解を深めながら、英語力の育

成と、多様な文化や価値観を受け入れ、グローバル化に対応できる資質の育成を

図ります。また、英語教育の中でも 「英語によるコミュニケーション能力を育成

すること」が求められていることから、国際空港を擁する成田ならではの取組を

推進し、コミュニケーション能力の向上のための英語教育を充実します。 

 
 柱３ 豊かな心・道徳性・規範意識を育む  

子どもたちを取り巻く環境の変化、家庭や地域社会の教育力の低下、実体験の

不足などを背景として、子どもたちの生命尊重の心や自尊感情、規範意識の低下

が懸念されていることから、「心を育む教育や道徳教育」及び「他人への思いやり

の心、命の大切さ」、「礼儀、ルール、マナー」を教えることについて、家庭、地

域と連携した取組を推進します。また、郷土成田を愛し、国を愛し、社会に貢献

できる気持ちを持った人材の育成に努めるとともに、子どもたちが豊かな感性を

育むことができるよう、読書活動や自然体験活動などの取組を充実します。 

 
 柱４ よりよい学校教育環境づくりを進める  

教職員の多忙さや負担の軽減を図るとともに、小中一貫教育の取組や学校規模

の適正化等を通じて、教職員と児童生徒の双方にとってよりよい学校教育環境づ

くりを推進します。教職員の負担軽減については、教育委員会と学校とが互いに

協力し、多忙要因の分析を進め、多忙化防止の取組を推進します。また、「学び続
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ける教員像の確立」が求められる中、教職員が教職生活の各段階を通じて、資質

向上を図ることを目的とした研修や、「教科・科目、特別支援教育に関する研修」

「生徒指導に関する研修」など教職員のニーズに対応した研修の充実を図ります。 

 

 柱５ 様々な困難を抱えた子どもたちへの支援を充実する  

経済雇用環境などの変化により、生活困窮等の状態にある児童生徒の学習機会

の充実を図るため、「学びのセーフティネット」の構築を図ります。また、発達障

がいなど特別な支援を必要とする子どもたちについては、一人一人の教育的ニー

ズに応じた多様な学びの場の充実を図ります。さらに、今後も増加が予想される

日本語指導が必要な外国籍等の子どもたちへの支援の充実、いじめ・不登校の児

童生徒や保護者への相談・支援の体制を充実するなど、様々な困難を抱えた子ど

もたちが安心して学ぶことができる学校環境の整備を推進します。 

 

 柱６ 社会の変化に対応した教育を推進する  

子どもたちが社会の変化に対応し、将来において社会的に自立して生きていく

ことができるよう情報教育やキャリア教育などの充実を図るとともに、子どもた

ちが学校教育内外の多様な環境から学び、社会性やコミュニケーション能力を育

むことができるよう、絆づくりと活力あるコミュニティの形成に向けた学習環境・

協働体制の整備を推進します。また、保護者や地域住民が学校活動に参加、参画

する機会を拡大するなど、学校・家庭・地域が連携して一体となった教育を推進

し、家庭教育力や地域教育力の向上を目指します。 

 

 柱７ 生涯を通じた学習やスポーツに親しむ環境を推進する  

市民一人一人が自己の能力を高め、生きがいを持って豊かで充実した人生を送

るために、生涯にわたる学習を支え、市民が学習成果を活かせるまちづくりを目

指します。また、市内の高等学校や大学などとの連携により様々な交流、文化芸

術活動などの充実を図ります。また、少子高齢化社会の進展、生活スタイルが変

化する中で、日常の運動の果たす役割が大きく注目されています。誰もが生涯を

通じてスポーツに親しみ、健康で豊かな生活ができる生涯スポーツ社会の実現を

目指します。 
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個別事業２３ 

事業名 図書整備事業 担当課 図書館 

評価年度 

（R6 年度） 

事業内容 

 
司書が各分野を受け持つ蔵書構成グループに分かれて、資料の研究や書棚の管理を

行い、市民の興味関心に沿った幅広い分野に渡る資料を選定した。また、行政資料・
郷土資料についても収集に努めつつ、データ入力・装備を行い、所蔵資料を検索でき
るようにした。一方で、蔵書の新鮮度と更新のための除籍を行った。資料を適切に管
理するための蔵書点検は、10 月 7 日（月）～10 月 11日（金）の 5 日間で実施した。 
 
1. 各種資料の収集 

〇備品購入費（図書及び視聴覚資料等の購入）65,391千円（R5 66,435 千円） 
    図書 31,609 点、視聴覚資料        266 点（CD161 点、DVD105 点） 
 寄贈図書等  1,251 点、寄贈視聴覚資料等  3 点 
計 図書等 32,860 点、視聴覚資料       269 点 

 マイクロフィルム 12 点 
 

〇消耗品費（逐次刊行物の購入）12,565 千円（R5 12,510 千円） 
       新聞  29 紙、雑誌  410 誌 
    寄贈 新聞   4 紙、雑誌   23 誌 
    計  新聞  33 紙、雑誌  433 誌 
 

〇使用料（電子書籍の購入費・システム運用費）6,990 千円（R5 6,997 千円） 
      図書新規購入   2,003 点 
      雑誌の電子版   5,745 タイトル 
※電子書籍サービスは、利用者の関心が高いと思われるテーマごとに資料紹介を行う
など、利用促進に努めており、令和 5 年 1 月からは、成田市立各学校の児童生徒に
貸与されているタブレット端末で、図書館の利用登録に関わらず電子書籍が利用で
きるように、サービスの提供を行っている。また令和 7 年 3 月の図書館システム更
新時に電子書籍の個別のパスワードを廃止し、図書館の My ページ共通のパスワー
ドで利用できるようにするなど、利用者の利便性の向上に努めている。    

 
2. 資料のデータ入力及び装備 
  書誌検索用データベース契約使用料（図書・CD 等）1,144 千円 
  書誌データ作成と資料装備委託料  6,417 千円 

  製本費 419 千円 

 

評価指標① 年間受入数（図書及び視聴覚） 33,129 点（R5 年度 35,784点) 

評価指標② 
本館・分館開架の蔵書新鮮度 

（図書新規購入の割合） 
9.4％（R5 年度 9.7％） 

評価結果及び

今後の方向性 

 

本市の図書館の蔵書数は、県内でも上位であり、子どもから大人まで多くの市

民の生涯学習を支える情報拠点として魅力ある図書館である。  

小中学校の児童生徒に貸与されているタブレット端末で、図書館の利用登録に

関わらず、電子書籍が利用できるサービスの提供を行う取組は、学校図書館との

連携も深まり、未来の図書館利用者にも繋がるものであり、評価できる。 

今後も、電子書籍サービスの拡充や利用者の利便性向上を図る取組を行うとと

もに、魅力ある図書館を広く周知することに努めていただきたい。 

評価  Ａ 

 柱 7 生涯を通じた学習やスポーツに親しむ環境を推進する  
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個別事業２４ 

事業名 図書館事業 担当課 図書館 

評価年度 

（R6 年度） 

事業内容 

 
生涯学習の拠点として、社会情勢の変化や市民要求に対応した資料の貸出サービ

ス、子どもの読書活動の推進、障がい者サービス、各種講座、映画会等を開催した。 
 

1． 開館日数 
本館・公津の杜分館 272 日 
三里塚コミュニティセンター図書室 271 日 
公民館図書室等 252～259日 
 

2． 登録者数・利用者数・来館者数 
・登録者数  34,477 人   ・利用者数 242,997 人 
・来館者数 373,507 人（本館・公津の杜分館） 

 
3． 主な事業 

（1）各種講座 
図書館講座 2 回、児童講座 2 回、市史講座 1 回 

（2）子どもの読書活動推進事業 
・絵本の読み聞かせ講座（ボランティアの支援） 1 回 
・ブックスタート 読み聞かせ参加者数 415 人 絵本配布数 640 冊 
・学校訪問おはなし会 17 校 142 学級 

（3）青春 HiROBA の新設 
  設置日：令和 6 年 10月 12 日（土） 
  設置場所：図書館本館 2 階 展示ケース前（面積：約 105.3 ㎡） 
  閲覧席：個人閲覧席 11 席、グループ閲覧席 12 席 
  書架：両面書架 3 台、片面書架 1 台（収容可能点数：約 3,000 点） 

（4）周年記念事業 
成田市制 70 周年記念事業として、各種講座等を開催したほか、図書館開 

館 40 周年記念事業として様々なイベントを開催した。 
（5）展示 
   一般、児童、市史展示の他、学校や他課と連携し資料の展示を行った。 
（6）図書館システムの更新 

     令和 7 年 3 月より、第 8 次図書館システムの更新に伴い本館に自動返却
機 2 台を導入するとともに、座席管理システムの更新により、インターネッ
トを通じた各種座席予約を開始するなど、利用者の利便性向上や業務の効率
化を図った。 

評価指標① 貸出点数 901,983点（R5年度 994,902点） 

評価指標② 成田市民の図書館利用登録率 22.4％（R5年度 22.6％） 

評価結果及び

今後の方向性 

本市の図書館では、市民の情報拠点としての優れた機能を生かして様々な事業

が実施されている。 

令和 6 年度は、例年の事業に加え、青春 HiROBA の新設や第 8 次図書館システ

ムの更新による利用者の利便性向上や業務の効率化に務めるなど、積極的な取組

が行われており評価できる。 

 一方で、昨年度同様「貸出点数」と「成田市民の図書館利用登録率」が共に減

少していることから、市民の読書離れが懸念される。若い世代に一層足を運んで

もらえるよう、Wi-Fi 環境を整備することなど具体的な改善策を検討していただ

きたい。また、公民館の図書室の利用促進となるような公民館でのイベント開催

を検討していただきたい。 

評価  Ａ 

 

 柱 7 生涯を通じた学習やスポーツに親しむ環境を推進する  


